




四国の面積の5分の１を占める吉野川流域。そこに息づく人々の暮らし、産業、歴史、文化

は、雄大な吉野川の流れと深く関わりながら歴史を刻んできました。このコーナーでは、流域

に関わる人々・出来事、旬の話題などを取材して、吉野川流域の「ええところ」を発掘・発信

していきます。

吉野川の沿川には、過去の洪水や地震の歴史

を今に伝える高地蔵や石碑が数多く残されてい

ます。それらの洪水遺跡を学ぶことのできる

『防災ツーリズム～先人の教えに出会う旅～』

を、一般社団法人ツーリズム徳島より今年3

月から開催していますが、このツアーの案内

役を務めるのが、防災士であり災害・危機対

応マネージャーでもある井川 博之 さんです。
い か わ ひろゆき

井川さんは元徳島市消防局の消防士で、東

日本大震災の際には「徳島県緊急消防援助隊」

の隊長として、宮城県での支援活動を指揮さ

れていました。消防局を退職した後も、防災

に関する出前講座や心肺蘇生法の指導、防災・

減災のボランティア活動に精力的に携わり、

これまで約50年にわたり活躍を続けています。

今回の取材では、四国大学経営情報学部4年生

の秋山 紗花さんにも協力いただき、井川さんの
あきやま さ や か

案内で『防災ツーリズムツアー』の一部である、

徳島市国府町の『東黒田のうつむき地蔵』と

蔵珠院を訪れ、全国的に被害をもたらした慶
ぞうしゅいん

応2年（1866）8月の『寅の水』と呼ばれ

た大洪水の跡が残る茶室などを見学しました。

その後、井川さんがなぜ防災士になったのか、

そのきっかけや志について話を伺いました。

防災⼠、災害・危機対応マネージャーで防災まちガイドの井川 博之さん。説明しているのは、慶応2年
(1866)にあった⼤洪⽔の⽔位を⽰す蔵珠院の標柱です。
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徳島市沖洲地区で生まれ育った井川さんにとっ
おきのす

て最も水の危険性を感じたと同時に、消防士になっ

た大きな理由の一つにもなったのが、昭和36年

（1961）の第二室戸台風の経験だそうです。

「当時の私は小学４年生で、５人家族の長男

でした 。異変に気がついたときには既に自宅前

にある側溝から水があふれ出していて、あっと

いう間に近くの沖洲川から氾濫した水が大人の

腰の高さまで達するなか、父親に背負われて約

50ｍ離れた役場支所へ避難しました。」 暴風

雨の中、必死に父親の背中にしがみついていた

ことは今でも鮮明に覚えているそうです。

「他の家族が小さな船に老人を乗せ、濁流の

中を避難している光景も強く記憶に残っていま

す。その時目にした光景や記憶は『人の命を助

けたい』想いに繋がり、悩むことなく消防の仕

事を選びました。防災に関する活動を生涯続け

ようと決意したのは、東日本大震災での消防援

助隊長としての活動でした。言葉では言い表せ

ない悲惨な状況を見て唖然とする中、南海トラ

フ巨大地震による甚大な被害が想定される徳島

で、災害への備えの大切さを自分が伝えていか

なければいけないと心に決めました。」

退職後 、井川さんは防災士の資格を取得し、

防災ボランティアとしてこれまで繰り返されて

きた地震被害の悲惨な現実と、適切な備えによ

り救える命があることを地域の方たちに熱心に

伝えています。「私たちが日頃からできること

は、災害に対する知識を身につけるため、家族

で訓練や講習会に積極的に参加したり、建物の

耐震化や家具の固定、非常食の備蓄等の備えを

実践する等たくさんあります。災害発生時の死

傷者ゼロ実現に向けて、出来る限り、あらゆる

方面で活動を続けていきます。」と井川さんの

決意を聞くことが出来ました。

文化8年（1811）に建立された、『東黒田のうつ

むき地蔵さん』の愛称で親しまれている全高4.19

ｍの高地蔵。吉野川と闘い、共に生きた先人たちに

よって、洪水の危険性を後世へと伝承しています。

洪水の歴史を伝える蔵珠院前にて。井川 博之さん

（写真左）と、取材に同行した秋山 紗花さん。

県内各地で行っている出前講座の様子。個人的な依

頼にも対応しています。 写真提供：井川 博之さん
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通常の防災ツーリズムツアーでは蔵珠院山門前の標

柱と境内にある『まい込み泉』が見学コースです。取

材に訪れた時は蔵珠院住職の久米 秀志さんのご厚意
く め しゅうじ

で、普段はツアーの内容に含まれていない慶応2年

（1866）8月の大洪水『寅の水』跡が残る貴重な茶

室を見学することができました。蔵珠院の茶室と『ま

い込み泉』は、令和3年（2021）に国登録有形文化

財（建造物）に登録されました。文化庁の資料による

と、茶室は江戸時代の1830年から1868年の間に建

てられ、徳島藩藩主であった蜂須賀家の家老が茶室を

訪れた際には、ぼた餅を出してもてなしたという古文

書がお寺に残されていたりと、歴史のある茶室です。

『寅の水』の大洪水では蔵珠院も被害を受け、大洪

水の爪痕で床上約６０ｃｍ の壁に浸水の痕跡（染み）

が残されており、高い位置まで浸水したことがわかり

ます。蔵珠院が建つ土地は周囲の畑より高いため、想

定される浸水深は約３ｍにもなるそうです。亡くなら

れた方を記録する過去帳には、村の西の堤防や第十の

堤防が決壊して氾濫し、檀家32人が溺死したという記

録も残されています。

現在の茶室は再建工事と耐震対策の為に元の位置か

ら40mほど西に移築したものです。洪水の歴史が分か

る茶室内は、移築する前に地面からの高さを測り、壁

にある浸水跡の位置は元の高さのままになっています 。

茶室の廊下部分以外は江戸時代から変わっておらず、

吉野川の洪水の凄まじさを今に伝える貴重な存在です。

現在では河川の改修やダムの整備が進み、洪水に対

する地域の安全性は当時と比べて向上していますが、

被害を完全に防ぐことはできません。今回の取材は

「水害を我がこととして捉える」ことの大切さを改め

て学ぶとともに、日頃からの災害への備えがいかに重

要であるかを、強く再認識する機会となりました。

蔵珠院の久米住職（写真中央）による説明の様子。

先代の住職からも洪水の跡を示す茶室を守ってい

くようにと強い要望があったそうです。

蔵珠院にある『まい込み泉』。国登録有形文化財(建

造物）に登録されています。すり鉢型に掘り下げ、

渦巻型の通路がついた全国でも珍しい井戸です。

写真提供：久米 秀志さん

蔵珠院の別の茶室にも床上約60cmの痕跡が残

されています。地元の小学校や中学校も総合的

な学習の時間として蔵珠院を訪れています。

取材後の感想

●自分の身長をはるかに越える高さに残る「うつむき地蔵」を見上げながら、

吉野川の洪水の威力を肌で感じました。蔵珠院では、洪水の跡を今に伝え

る茶室も案内していただき、歴史の跡にふれる時間になりました。先人が

残してきた想い、そして今もご住職やガイドの方々が大切に伝えておられ

る想いを受け止め、防災を考えるきっかけになりました。秋山 紗花さん

江戸時代末期の大洪水『寅の水』の凄まじさがわかる蔵珠院の茶室へ

3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



 

 

 

13



 

14



 

15



 

 

 

 

 

 

 
 

吉吉野川水系における防災・減災、国土強靱化の緊急対策

 吉野川水系を管轄する徳島河川国道事務所においては、時々の自然災害等の状況に即した機動

的・弾力的な対応を行うための「頻発する風水害への対応」や「切迫する大規模地震等への対応」

として「5か年加速化対策」等の工事を以下の地区で進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.吉野川水系における防災・減災、国土強靱化の緊急対策地区（※現時点で事業着手している箇所を表示） 

■流量確保（堤防整備、地震・津波対策、樋門新設・改築、河道掘削、樹木伐採） 

①堤防整備 

 ・対策必要箇所２２箇所のうち、令和７年度までに９箇所着手 

 ・9月末時点で９箇所着手し、現地調査、用地買収、築堤工事、樋門工事を実施中 

②地震・津波対策 

 ・旧吉野川、今切川の対策必要箇所のうち、向喜来地区、中島地区、老門地区で耐震対策工事を実施中 

③樋門新設・改築（耐震） 

 ・対策必要箇所５箇所のうち、令和７年度までに１箇所着手 

 ・榎瀬川樋門は築堤が令和７年３月末に対策完了 

④河道掘削 

 ・対策必要箇所１０箇所のうち、令和７年度までに４箇所着手 

 ・9月末時点で４箇所着手し、沼田地区で河道掘削工事を実施中 

  ※掘削範囲の樹木伐採も含む 

■堤防強化（堤防拡幅、漏水・侵食対策、粘り強い堤防策）
①漏水対策 

 ・対策必要箇所２箇所（川島地区、西林地区）で漏水対策工事完了 

②侵食対策 

 ・対策必要箇所５箇所のうち、令和７年度までに１箇所着手 

 ・9月末時点で１箇所着手済み 

■老朽化対策 
①修繕 

  ・実施箇所４箇所のうち、１２月末時点で４箇所着手し、角ノ瀬排水機場では分解整備を実施中。 

  土井谷樋門では閉鎖装置の更新を実施中。加賀須野地区では護岸修繕工事が令和７年２月末に完成しました。 

蛇池排水機場では分解整備が完了しました。 

事業目標及び状況（（令和７７年99月末時点）） 
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吉吉野川水系における工事進捗状況 

 

 

 

●主な地区の施工状況（令和７年 9 月末時点） 
  

No  地区名  所在地  整備内容  事業進捗  

① 加茂第二地区 東みよし町 堤防整備 工事実施中（事業延長約4.6kmのうち約84％進捗）

② 沼田地区 美馬市 堤防整備 工事実施中(事業延長約2.0ｋｍのうち約92％進歩) 

③ 半田地区 つるぎ町 堤防整備 工事実施中（全体盛土量85 千m3 のうち約47％進捗） 

⑦ 中喜来地区 松茂町 堤防整備 工事実施中（事業延長約1.5kmのうち約22％進捗） 

⑩ 中島地区 徳島市 地震・津波対策 工事実施中 

⑪ 老門地区 北島町 地震・津波対策 工事実施中 

⑭ 沼田地区 美馬市 河道掘削 工事実施中（全体掘削量約728 千m3 のうち約32％進捗） 

⑰ 樋門開閉装置更新 美馬市 老朽化対策 工事実施中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▶堤防整備の進捗状況 
 
① 加茂第二地区：用地買収、築堤、樋門工事／約 84％の進捗 

    

着手前  R７.9 月末時点   

前ページで紹介した対象地区のうち、令和７年9月末時点での主な地区の進捗状況

は以下の通りです。（丸数字の番号は、図1（前ページ）の番号に対応） 
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②沼田地区：築堤、樋門工事／約 92％の進捗

   

着手前  R７.9 月末時点 

③半田地区：用地買収、築堤、水路工事／約 47％の進捗 

   

着手前 R７.9 月末時点 

⑦中喜来地区：築堤工事／約 22％の進捗 

   

着手前  R７.9 月末時点 
 

▶地地震・津波対策における各地区の施工状況 
 
⑩中島地区：耐震対策工事／工事実施中 

   

着手前  R７.9 月末時点 

今切川 
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⑪老門地区：耐震対策工事／工事実施中

   

着手前  R７.9 月末時点 

 

▶▶河道掘削工事の進捗状況 

⑭沼田地区：河道掘削工事／約 32%の進捗 

   

着手前  R７.9 月末時点 

 

▶老朽化対策工事の進捗状況 

⑰樋門開閉装置更新／機器更新に向けて製造中 

   

着手前  機器更新イメージ 

 

 

 

 

 

「Our よしのがわ」では、今後も定期的に国土強靱化に関する吉野川水系の工事進捗状況

を発信していく予定です。また、徳島河川国道事務所のウェブサイトでは、全箇所の進捗状

況を毎月更新しています。詳細はこちらでご覧いただく事ができます。 

徳島河川国道事務所ウェブササイト 

防災・減災国土強靱化のための 5 か年加速化対策等の工事進捗状況 

今切川 
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11 月 8 日（土）に徳島県西部防災公園で開催された「にし阿波の花火 2025」会場にて、

吉野川上流かわまちづくり計画の周知・アンケート協力の呼びかけを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野川上流では、「水辺に親しみ、川の

自然や文化を学ぶ多様な交流拠点づく

り」を基本方針として吉野川上流かわま

ちづくり推進協議会を設立しました。こ

の取組を広く知ってもらうとともに、よ

りよい計画づくりの参考とすることを目

的として、アンケート調査を実施します。

 令和 7 年 11 月 8 日（土） 

～令和 8 年 3 月３１日（火）

オンラインにて実施しています。

右の QR コードからアンケート

画面を表示し回答してください。

回答時間の目安は 5 分程度です。 

吉野川上流かわまちづくり推進協議会に関する情報は徳島河川国道事務所

ウェブサイトにて発信しています。 
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URL:

URL:
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暑い夏も終わりをつげ、今年も残すところ2か月を切り、少しずつ寒さが訪れる毎日となりま

した。振り返ると、本年も皆様に吉野川の魅力について伝えることができた1年になりました。

次号からは新年となりますが、今年以上に魅力ある吉野川流域の情報を紹介して参りたいと

思いますので、引き続きのご愛読よろしくお願いします。(S) 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・相田 晴美  ・西川 恭久 

・梶本 泰司  ・森田 達之 

・林田 拓都  ・住岡 久雄 

・寺尾 尚浩  ・加宮 正彦 

編集委員会

自然災害の伝承と知恵を未来につなぐツアー 

『防災ツーリズム』を通年で実施中！ 

～「ここがええでよ！吉野川」こぼれ話～ 

 

「ここがええでよ！吉野川」に登場した井川 博之

さんが防災まちガイドとして活躍されているのが、

一般社団法人ツーリズム徳島の『防災ツーリズム～

先人の教えに出会う旅～』です。「防災まちガイド養

成講座」を受講した、40代から70代までの約10人

のみなさんが防災や歴史、文化などそれぞれの得意

分野を活かしたガイドを行っています。 

このツアーでは、吉野川の洪水や南海トラフ地震

といった自然災害と共に歩んできた徳島県東部地域

を訪れます。地震や津波への心構えを刻んだ石碑や、

過去の大洪水の水位を物語る高地蔵など、先人たち

が残した伝承に触れることができます。 

ツアーでは吉野川の脅威についてだけではなく、

氾濫がもたらした肥沃な土壌により発展した藍産業

についても学びます。藍商人の隆盛の象徴である田

中家住宅の見学や藍染め体験を通して、「恵みの川、

されど暴れ川」と呼ばれる吉野川の、氾濫による功罪

両面について理解を深めることができます。 

ツアーは徳島駅前を出発し、第十堰～田中家住宅

～昼食～蔵珠院～高地蔵～藍の館（藍染体験）～四所
し し ょ

神社～沖洲蛭子
え び す

神社を巡ります。 

 

    

今年３月に開催された『防災ツーリズム

モニターツアー』にて最初に訪れた第十

堰での様子。参加者も多く、防災への関

心の高さがよく分かります。 

見学コースにも入っている、沖洲蛭子

神社にて。嘉永7年（1854）11月5日

に発生した安政南海地震による教訓を

後世に伝えるため、地震から７年後の

文久元年（1861年）に伝承碑が刻まれ

た百度石が建立されました。 

防災ツーリズムについて紹介している 

一般社団法人ツーリズム徳島のウェブサイト→
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